
特
集
・
横
浜
の
国
際
性

横
浜
在
住
外
国
人
の
市
民
生
活

％
を
超
し
、
関
係
国
数
で
は
中
区
に
つ
い
で
緑

区
が
四
四
力
国
と
な
っ
て
い
る
（
表
―
１
）
。

　
さ
て
、
外
国
人
が
日
本
に
住
む
に
は
二
つ
の

法
律
の
適
用
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
つ
に
「
出
入
国
管
理
令
」
が
あ
る
。
出

入
国
管
理
令
第
四
条
は
、
一
六
項
目
に
わ
た
る

こ
ま
か
い
在
留
資
格
を
定
め
て
お
り
、
永
住
を

除
き
最
高
限
度
を
三
年
と
し
て
い
る
。
こ
れ
以

外
の
条
項
に
は
、
入
国
、
出
国
、
強
制
退
去
な

ど
が
書
か
れ
て
あ
り
、
法
務
省
の
入
国
管
理
事

務
所
が
所
管
し
て
い
る
。
こ
の
入
国
管
理
事
務

所
へ
は
、
在
留
資
格
の
更
新
、
子
ど
も
の
出

生
、
出
国
再
入
国
手
続
な
ど
の
場
合
出
向
・
い
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
横
浜
に
は
中
区
の
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加
藤
勝
彦

七
九
力
国
、
二
万
人

　
横
浜
の
国
際
性
を
考
え
る
と
き
、
横
浜
に
住

ん
で
い
る
外
国
人
と
の
関
係
を
抜
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

私
た
ち
は
、
彼
ら
外
国
人
が
ど
の
よ
う
な
生
活

を
し
、
日
頃
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ど
れ
ほ

ど
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
私
は
ま
ず
、
横
浜
に
住
む
外
国
人
の
国
籍
と

人
数
を
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
本
年
一
月
末
現

在
で
、
各
区
役
所
の
戸
籍
課
登
録
係
に
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
人
の
数
は
、
七
九
力
国
、
二

〇
、
四
三
九
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
数
は
、
十

大
都
市
中
六
位
に
な
る
。
一
位
は
大
阪
市
の
Ｉ

一
万
五
、
〇
五
七
人
、
二
位
東
京
都
九
万
三
、

四
〇
二
人
、
三
位
京
都
市
三
万
八
、
二
四
一
人

四
位
神
戸
市
三
万
七
、
六
〇
二
人
、
五
位
名
古

屋
市
二
万
九
、
六
六
四
人
、
つ
い
で
横
浜
市
が

く
る
。
こ
れ
を
対
人
口
比
で
み
る
と
、
横
浜
は

〇
・
八
％
で
入
位
に
落
ち
る
。
ち
な
み
に
、
一

位
大
阪
四
・
二
％
、
二
位
神
戸
二
・
八
％
、
三

位
京
都
二
・
六
％
、
四
位
名
古
屋
一
・
四
％
、

五
位
北
九
州
・
東
京
一
・
一
％
、
七
位
川
崎
一

・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（
昭
和
五
十
二
年
大
都

市
比
較
統
計
年
表
）
。

　
そ
れ
で
は
横
浜
に
住
む
外
国
人
を
国
別
に
み

て
み
ょ
う
。
こ
こ
で
は
韓
国
・
朝
鮮
人
が
圧
倒

的
に
多
く
、
一
万
二
、
五
七
一
人
で
、
外
国
人

に
占
め
る
割
合
は
六
一
・
五
％
、
次
い
で
中
国

人
が
四
、
四
四
一
人
で
一
二
・
七
％
、
米
国
人

一
、
一
七
三
人
五
・
七
％
（
た
だ
し
在
日
米
軍

人
及
び
そ
の
家
族
は
除
く
）
な
ど
、
市
内
に
は

七
九
力
国
の
人
が
住
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
十
大

都
市
と
比
較
し
て
み
る
と
、
外
国
人
に
占
め
る

韓
国
・
朝
鮮
人
の
割
合
は
横
浜
が
最
も
低
く
、

大
阪
、
北
九
州
、
名
古
屋
、
京
都
、
川
崎
で
は

い
ず
れ
も
九
〇
％
を
超
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比

べ
中
国
人
の
割
合
は
横
浜
が
最
も
多
く
、
二
二

・
二
％
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

　
区
別
で
は
、
中
区
が
人
数
六
、
五
二
九
人
、

関
係
国
数
四
九
力
国
と
最
も
多
く
、
国
別
人
数

に
お
い
て
中
国
人
が
最
も
多
い
唯
一
の
区
と
な

っ
て
い
る
。
人
口
と
の
対
比
で
も
五
・
三
％
と

市
平
均
〇
・
七
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

人
数
で
は
鶴
見
区
、
南
区
が
二
千
人
以
上
、
人

口
と
の
対
比
で
は
鶴
見
区
、
西
区
、
南
区
が
Ｉ

国
籍
及
び
人
数

出
入
国
管
理
令
及
び
外
国
人
登
録
法

一

一
―
七
九
力
国
、
二
万
人

ニ
―
二
万
人
の
市
民
生
活

三
―
外
国
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
街

四
―
に
横
浜
に
住
む
外
国
人
に
聞
く

②



表― 1　外国人登録国籍別区別人員（昭和55年１月現在）

Ｏ｢その他｣の国別内訳(　)内は人数。 10人未満は省略

　インド(74).ブラジル(66), カナダ(55), ポルトガル(53), タイ(49),スイス，ベトナム，インドネソア(48), マ

　レイシア(45),フランス(44),デンマーク(41),オーストラリア(36),ギリシャ(32),イタリア(31),シンガポー

　ル(29), ノルウェー(28)，スペイン(25),スウェーデン,メキシコ(24),パキスタン(23)，ベルギー(21),トルコ

　(20),アルゼッユチッ(17), バングラデシュ(15)，オーストラリア(12),ビルマ(11),アイルランド，イラン(10),

　スリランカ，ソビエト連邦，エジプト，フィンランド，ベネゼラ，ルーマニア，チリ，ハンガリー，イラク，カン

　ボジア，キプロス，チェコスロバキア，イスラエル，ラオス，ニュージーラソド，ペルー，ユーゴスラビア，シリ

　ア，チュニジア，トリニダートトバコ，トンガ，ウガンダ，ザイール，モーリシャス，モロッコ,ネパール，パナ

　マ，パラグアイ，セネガル，アフガニスタン，キューバ，アルジェリア，ボリビア，ブルガリア，カメルーン,コ

　ロンビア，ドミニカ，エクアドル，エルサルバドル，アイスランド，ケニア，レバノン，ポーランド，南アフリカ

　共和国

表－２　中区在佳外国人の職業及び在日年数
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山
下
町
に
入
国
管
理
事
務
所
が
、
海
岸
通
り
に

横
浜
港
出
張
所
が
あ
る
ほ
か
、
中
区
本
牧
大
里

町
に
、
全
国
で
長
崎
県
大
村
市
と
横
浜
の
二
力

所
に
し
か
な
い
入
国
者
収
容
所
が
あ
る
。

　
ま
た
昭
和
二
十
七
年
の
講
和
条
約
締
結
以
前

に
戦
前
か
ら
引
き
続
い
て
日
本
に
居
住
し
て

き
た
人
の
在
留
に
つ
い
て
は
、
「
法
律
一
二
六

号
」
や
「
外
務
省
令
一
四
号
」
な
ど
で
、
在
留

権
な
ど
が
明
記
し
て
あ
る
。
韓
国
人
に
は
こ
れ

以
外
に
、
昭
和
四
十
年
に
結
ば
れ
た
「
日
韓
条

約
」
に
基
づ
い
た
「
法
的
地
位
協
定
」
「
出
入

国
管
理
特
別
法
」
に
よ
る
「
協
定
永
住
」
が
あ

り
、
実
に
複
雑
で
不
安
定
な
在
留
状
態
に
あ

る
。

　
出
入
国
管
理
令
と
な
ら
ぶ
も
う
一
つ
の
法
律

に
「
外
国
人
登
録
法
」
が
あ
る
。
こ
の
外
国
人

登
録
法
に
よ
り
、
日
本
に
六
〇
目
以
上
在
留
す

る
外
国
人
は
、
居
住
地
の
市
町
村
長
へ
登
録
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
録
申
請
に
は
、

一
四
歳
以
上
の
場
合
、
顔
写
真
と
指
紋
が
必
要

と
さ
れ
、
三
年
ご
と
の
切
替
が
行
わ
れ
て
い

る
。
登
録
を
す
ま
せ
る
と
、
顔
写
真
付
き
の

　
「
外
国
人
登
録
証
」
が
交
付
さ
れ
、
常
時
携
帯

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
警
察
官
な
ど
へ
の
呈

示
義
務
も
あ
る
。
本
市
で
は
各
区
戸
籍
課
登
録

係
が
担
当
し
て
い
る
。

ニ

二
万
人
の
市
民
生
活

職
業
・
在
日
年
数

　
そ
れ
で
は
、
横
浜
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
は

ど
ん
な
仕
事
を
し
、
何
年
ぐ
ら
い
日
本
に
生
活

し
て
い
る
の
だ
ろ
り
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本

市
の
資
料
が
な
い
た
め
、
中
区
の
外
国
人
登
録

原
票
（
個
人
別
カ
ー
ド
）
か
ら
抽
出
調
査
を
し

て
み
た
。
こ
の
結
果
、
全
休
で
は
主
婦
・
学
生

を
含
め
た
無
職
が
半
数
以
上
に
及
び
、
職
業
別

で
は
、
飲
食
業
が
一
一
・
七
％
と
最
も
多
か
っ

た
。
飲
食
業
は
、
中
華
街
関
係
者
が
多
い
中
国

人
が
一
七
・
一
％
と
多
い
反
面
、
欧
米
系
の
人

に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
英
国
人
に
は
技
術
者

が
四
二
％
、
西
ド
イ
ツ
人
に
は
貿
易
商
が
三
六

・
三
％
と
多
か
っ
た
。

　
在
日
年
数
で
は
、
中
国
人
、
韓
国
・
朝
鮮
人

の
約
半
数
が
三
〇
年
以
上
、
永
住
者
も
四
〇
％

を
超
し
て
い
る
の
に
対
し
、
米
国
人
は
五
年
未

満
が
約
半
数
、
英
国
人
で
四
〇
％
強
、
欧
米
系

で
半
数
と
在
日
年
数
が
比
較
的
短
か
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
（
表
―
２
）
。

　
外
国
人
に
と
っ
て
、
子
弟
の
教
育
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
こ
の
教
育
は
、
大
き
く
分
け
て

二
通
り
あ
り
、
一
つ
は
外
国
人
学
校
で
の
教
育

も
う
一
つ
は
日
本
の
学
校
で
の
教
育
で
あ
る
。

⑦
外
国
人
学
校

　
本
市
に
は
外
国
人
学
校
が
。
〈
欧
米
〉
四
校
、

〈
朝
鮮
〉
三
校
、
〈
中
国
▽
二
校
の
九
校
あ
り
、

約
二
千
人
の
児
童
・
生
徒
が
勉
学
に
い
そ
し
ん

で
い
る
。
外
国
人
学
校
は
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
各
種
学
校
に
属
し
、
県
の
認
可
事
項
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
〈
欧
米
〉
の
学
校
は
、
中

区
に
サ
ン
モ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
ク
ー
ル
、
ヨ
コ
ハ
マ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ー
ス
ク
ー
ル
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
レ

ッ
ジ
、
南
区
に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ス
ク
ー
ル

が
あ
る
。

　
中
区
山
手
町
に
あ
る
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
セ
フ
・

カ
レ
ッ
ジ
は
、
一
九
〇
一
年
に
男
子
生
徒
用
の

外
国
人
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
第
二
次
大
戦

中
に
規
制
を
受
け
一
時
箱
根
に
移
動
し
た
こ
と

は
あ
る
が
、
ず
っ
と
現
在
地
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
教
育
制
度
は
米
国
方
式
で
行
わ
れ
、
米
国

の
「
西
部
大
学
及
び
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
協
会
」
の

で
貝
に
も
な
っ
て
お
り
、
高
校
卒
業
後
は
米
国

の
大
学
に
入
学
で
き
る
資
格
万
得
ら
れ
る
。
教

員
・
生
徒
と
も
世
界
各
国
の
人
が
い
て
、
国
際

性
に
富
み
、
ど
ん
な
宗
教
の
子
ど
も
で
も
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
、
横
浜
だ
け
で
な
く
、
県
下

を
は
じ
め
、
東
京
か
ら
も
生
徒
が
来
て
い
る
。

こ
の
学
校
で
三
二
年
間
教
師
を
し
て
い
る
カ
ー

バ
ー
神
父
は
、
環
境
の
良
さ
、
日
本
人
が
礼
儀

正
し
く
親
切
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
行
政
に
対

し
て
は
県
・
市
と
も
ト
ッ
プ
に
立
つ
人
が
、
横

浜
を
良
く
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
て
い
る
こ
と

に
感
銘
し
て
い
る
と
つ
け
加
え
た
。

　
〈
朝
鮮
〉
は
、
神
奈
川
区
に
横
浜
朝
鮮
初
級
学

校
、
神
奈
川
朝
鮮
中
高
級
学
校
、
鶴
見
区
に
鶴

見
朝
鮮
初
級
学
校
が
あ
る
。
こ
の
学
校
は
戦
後

設
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
学
校
閉
鎖
令
に
よ
り

公
立
学
校
の
分
校
に
さ
せ
ら
れ
た
り
し
た
苦
難

の
歴
史
を
た
ど
り
、
一
五
年
前
に
各
種
学
校
と

し
て
認
可
さ
れ
た
。
民
族
教
育
を
中
心
に
し
て

祖
国
の
担
い
手
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
日
本
に
永
く
居
住
す
る
場
合
も
、
民
族
自

主
意
識
を
育
て
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
当
面
の

目
標
を
・
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
祖
国
統
一
に

つ
く
す
こ
と
に
お
い
て
い
る
。
高
校
ま
で
は
、

全
員
進
学
を
基
本
に
し
、
そ
れ
以
後
は
各
々
別

れ
て
い
く
。
民
族
の
特
性
は
言
葉
に
表
わ
れ
る

の
で
、
教
育
は
朝
鮮
語
を
主
体
に
し
て
お
り
、

生
活
上
不
自
由
な
い
よ
う
に
日
本
語
も
勉
強
し

て
い
る
。
横
浜
朝
鮮
初
級
学
校
の
朴
校
長
は
、

　
「
横
浜
国
際
ち
び
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
や
、

　
「
横
浜
国
際
子
供
音
楽
祭
」
な
ど
の
経
験
か
ら

今
ま
で
朝
鮮
人
を
特
殊
な
人
間
と
み
て
い
た
日

’
本
の
小
学
生
の
見
方
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を

あ
げ
、
横
浜
は
国
際
都
市
な
の
だ
か
ら
、
昨
年

市
教
委
が
実
施
し
た
絵
の
展
覧
会
な
ど
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
望
ん
で
い
た
。
ま

た
市
に
外
国
入
用
の
窓
口
を
設
け
て
ほ
し
い
と

も
つ
け
加
え
た
。

　
〈
中
国
〉
は
中
区
に
二
つ
あ
る
。
山
手
に
あ
る

横
浜
山
手
中
華
学
校
に
は
、
幼
稚
園
か
ら
高
校

ま
で
各
学
年
一
組
ず
つ
あ
る
。
大
き
な
特
徴
と

し
て
は
、
全
国
に
あ
る
ど
の
中
華
学
校
と
も
違

い
、
教
科
書
は
す
べ
て
こ
の
学
校
で
編
集
し
た

も
の
を
使
用
し
、
す
べ
て
日
本
の
社
会
に
合
う

よ
う
に
、
自
主
独
立
で
教
育
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
る
こ
と
だ
。
民
族
教
育
と
い
い
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な
が
ら
も
、
目
本
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
大
前

提
と
し
て
い
る
の
で
、
中
学
部
で
は
日
本
の
中

学
校
の
九
科
目
を
取
り
入
れ
た
教
育
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
外
国
人
学
校
卒
業
生
は
、
日
本

の
小
・
中
学
校
卒
業
資
格
を
得
ら
れ
ず
公
立
高

校
進
学
が
難
し
い
の
だ
が
、
神
奈
川
県
・
横
浜

市
と
の
友
好
関
係
が
よ
く
、
県
内
で
は
ア
・
テ

ス
ト
を
受
け
れ
ば
公
立
高
校
受
験
資
格
が
得
ら

れ
る
の
で
、
東
京
や
他
県
か
ら
来
る
人
も
い

る
。
馬
校
長
は
、
学
校
が
狭
い
こ
と
も
あ
り
、

市
の
施
設
や
設
備
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
こ
と
、
税
金
を
払
っ
て
義
務
を
き
ち
ん
と
果

た
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
各
種
学
校
に
属
す
る

幼
稚
園
児
の
親
に
も
、
私
立
幼
稚
園
児
の
親
に

出
て
い
る
の
と
同
じ
様
に
、
就
園
奨
励
補
助
金

を
出
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
た
。

　
山
下
町
に
あ
る
横
浜
中
華
学
院
は
、
一
八
九

七
年
に
当
時
日
本
に
来
て
い
た
孫
文
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
学
校
で
、
現
在
は
保
育
園
か
ら
高
中

部
ま
で
あ
る
。
高
中
部
卒
業
後
、
受
験
資
格
を

認
め
て
い
る
の
は
、
国
公
立
で
は
横
浜
市
大
し

か
な
く
、
私
大
で
も
入
学
資
格
を
認
め
て
い
る

大
学
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
教
科
書
は
す
べ
て

台
湾
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
て
、
中
国
語
と
い

っ
て
も
簡
体
字
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
張
校

長
は
、
市
が
公
平
に
し
て
く
れ
る
の
は
有
難
い

と
し
な
が
ら
も
、
市
と
も
っ
と
自
然
な
つ
き
合

い
を
し
た
い
と
望
ん
で
い
た
。

　
以
上
の
外
国
人
学
校
の
う
ち
、
欧
米
系
に
は

以
前
か
ら
、
朝
鮮
系
に
は
一
昨
年
か
ら
県
の
補

助
金
が
で
て
い
る
。
中
国
系
二
校
に
つ
い
て
は

現
在
保
留
に
さ
れ
て
い
る
。

(
イ
)
公
立
学
校
に
通
う
外
国
人

　
市
立
小
・
中
・
高
等
学
校
に
は
約
千
人
の
外

国
人
児
童
・
生
徒
が
学
ん
で
い
る
。
市
立
学
校

へ
入
学
を
希
望
す
る
外
国
人
は
、
区
役
所
の
戸

籍
課
に
行
き
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
場

合
韓
国
人
は
、
「
法
的
地
位
協
定
」
第
四
条
に

基
づ
き
「
外
国
人
就
学
願
」
を
出
せ
ば
入
学
で

き
る
。
こ
の
法
的
地
位
協
定
は
、
日
本
が
外
国

人
教
育
に
つ
い
て
外
国
と
結
ん
で
い
る
唯
一
の

協
定
で
あ
り
、
朝
鮮
人
も
こ
れ
に
準
ず
る
扱
い

に
な
っ
て
い
て
、
希
望
す
れ
ば
入
学
で
き
る
。

　
そ
の
他
の
国
の
人
は
、
「
外
国
人
就
学
許
可

願
」
を
学
校
長
の
副
申
を
つ
け
て
区
長
あ
て
に

出
し
、
日
本
語
が
話
せ
な
い
場
合
を
除
い
て
許

可
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
市
立
学
校
に
通
う
外
国
人
の
教
育
に
つ
い
て

市
教
委
は
、
先
頃
在
日
外
国
人
子
弟
の
人
権
尊

重
を
柱
と
す
る
指
導
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ

れ
は
在
日
韓
国
人
団
体
や
市
立
小
学
校
教
師
な

ど
の
質
問
に
答
え
る
形
で
出
発
し
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
公
立
学
校
に
通
う
外
国
人
子
弟
の
大

部
分
が
韓
国
・
朝
鮮
人
と
い
う
現
状
が
あ
り
、

学
校
に
通
う
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
て

い
る
民
族
差
別
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
二
月
初
め
に
は
校
長
研
修
会
を
開
く
な
ど

積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
日
本
人
の
な

か
に
、
欧
米
人
は
外
国
人
と
み
る
が
、
韓
国
・

朝
鮮
人
は
外
国
人
と
は
み
な
い
体
質
が
あ
る
こ

と
や
、
韓
国
・
朝
鮮
人
自
身
が
本
名
を
名
乗
ら

ず
、
ま
た
名
乗
れ
ず
日
本
名
を
つ
か
っ
て
い
る

例
が
あ
る
な
ど
、
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
具
体
的
に
動
き
出
す
こ
れ
か
ら
を

注
目
し
た
い
。

(
ウ
)
奨
学
金
と
教
員
採
用

　
以
上
の
他
に
教
育
の
面
で
ふ
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
昭

和
二
十
八
年
制
定
の
「
横
浜
市
奨
学
条
例
」
の

こ
と
だ
。
本
市
の
奨
学
金
は
国
籍
を
問
わ
ず
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
市
民
の
子
弟
で
あ
れ
ば

外
国
人
に
も
貸
与
さ
れ
、
実
績
も
既
に
あ
る
。

第
二
に
、
市
教
委
の
教
員
採
用
試
験
の
受
験
資

格
に
も
国
籍
条
項
が
な
い
こ
と
だ
。
県
教
委
の

受
験
資
格
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
横
浜
と
同

様
に
外
国
籍
で
公
立
学
校
の
教
員
採
用
が
行
わ

れ
て
い
る
の
は
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、
そ
れ
に

三
重
県
な
ど
で
あ
る
。

(
ア
)
住
宅

　
住
宅
問
題
は
日
本
人
に
と
っ
て
も
大
間
題
だ

が
、
外
国
人
に
は
そ
の
上
に
国
籍
問
題
が
絡
ん

で
い
る
。
本
市
の
市
営
住
宅
は
、
今
で
は
誰
で

も
入
居
資
格
が
あ
る
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
住
宅
公
団
と
供
給
公
社
の
住
宅
で
あ
り

い
ず
れ
も
日
本
国
籍
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
建
設
省
は
、
永
年
要
望
が
強
く
、
昨
年
「
国

際
人
権
規
約
」
が
批
准
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

四
月
一
日
か
ら
在
日
外
国
人
に
も
門
戸
を
開
放

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
二
月
八
日
付
通
達
に
よ

る
と
、
住
宅
公
団
、
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
に

つ
い
て
は
、
「
出
入
国
管
理
令
」
「
法
律
一
二

六
号
」
「
法
的
地
位
協
定
」
に
基
づ
く
永
住
者

に
限
っ
て
、
ま
た
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
永

住
権
が
な
い
人
に
も
申
込
資
格
を
認
め
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
入
居
が
で
き

な
い
こ
と
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
「
住
宅
金
融

公
庫
法
」
第
一
条
の
「
国
民
大
衆
」
の
中
に
、

外
国
人
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
イ
)
金
融

　
商
売
を
し
た
り
店
を
改
築
し
た
り
、
あ
る
い

は
家
を
た
て
る
と
き
必
要
に
な
る
の
が
資
金
で

あ
る
。
本
市
の
中
小
企
業
融
資
制
度
は
、
資
格

条
件
と
し
て
「
市
内
に
事
業
所
・
営
業
所
を
有

し
、
原
則
と
し
て
一
年
以
上
事
業
を
営
む
中
小

企
業
者
」
「
市
民
税
を
完
納
し
て
い
る
も
の
」

と
あ
り
、
外
国
人
へ
の
融
資
実
績
も
あ
る
。

　
市
中
銀
行
で
は
、
外
国
人
だ
か
ら
と
い
う
こ

と
で
と
く
に
差
別
す
る
条
項
は
な
い
が
、
在
日

年
数
や
担
保
、
更
に
保
証
人
な
ど
に
つ
い
て
厳

し
く
判
断
し
て
い
る
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。
た

だ
し
中
華
街
で
は
、
銀
行
側
か
ら
取
引
き
を
望

ん
で
働
き
か
け
が
あ
る
と
の
話
を
聞
い
た
。

　
政
府
系
公
庫
の
う
ち
、
国
民
金
融
公
庫
が
日

本
人
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
四
月
一
日
よ
り
在

日
外
国
人
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
ウ
)
福
祉

　
本
市
が
他
都
市
よ
り
も
比
較
的
早
く
実
施
し

だ
の
が
国
民
健
康
保
険
で
、
こ
れ
は
昭
和
四
十
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そ
の
他
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七
年
度
か
ら
外
国
人
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
国
の
制
度
で
は
不
適
用
だ
が
本
市

で
実
施
し
て
い
る
も
の
に
、
児
童
手
当
に
対
す

る
特
別
児
童
手
当
な
ど
が
あ
り
、
本
市
事
業
で

は
日
本
人
と
外
国
人
に
よ
る
違
い
は
あ
ま
り
見

ら
れ
ず
、
現
在
国
の
制
度
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
指
定
都
市
民
生
局
長
会
は
、
昨
年
六
月

　
「
児
童
手
当
等
の
在
日
外
国
人
へ
の
適
用
に
つ

い
て
」
厚
生
省
に
要
望
書
を
提
出
し
、
こ
の
中

で
国
民
年
金
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
な
お
国
民

年
金
は
、
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の

間
の
友
好
通
商
航
海
条
約
」
に
よ
り
米
国
人
に

の
み
適
用
さ
れ
て
い
る
（
表
―
３
）
。

(
エ
)
公
務
員
採
用

　
外
国
人
に
と
っ
て
就
職
は
切
実
な
問
題
だ
。

多
く
の
企
業
で
は
雇
っ
て
く
れ
ず
、
親
や
親
類

が
行
っ
て
い
る
事
業
や
商
売
な
ど
で
働
い
た

り
、
好
意
的
経
営
者
の
い
る
会
社
な
ど
で
働
い

て
い
る
よ
う
だ
。

　
電
々
公
社
、
国
鉄
、
専
売
公
社
に
は
外
国
人

も
入
れ
る
が
、
自
治
体
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
国
家
公
務
員
は
人
事
院
規
則
で
外
国
人
の
受

験
は
で
き
な
い
。
し
か
し
地
方
公
務
員
法
に
は

全
く
国
籍
条
項
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
の
自
治
休
で
は
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
逆
に
民
間
企
業
で
の
就
職
差
別
の
口

実
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
本
市
の
場
合
は
、
労
務
職
、
医
師
、
看
護
婦

や
保
母
に
は
門
戸
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
一
般

事
務
職
、
一
般
技
術
職
は
受
験
で
き
な
い
。
こ

れ
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
自
治
省
が
大
阪
府
の

　
「
公
権
力
の
行
使
、
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の

意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に
た
ず
さ
わ
る
職
に
つ

く
こ
と
が
将
来
予
想
さ
れ
る
職
員
（
本
市
に
お

い
て
は
一
般
事
務
職
員
、
一
般
技
術
職
員
等
）

の
採
用
試
験
に
お
い
て
、
日
本
の
国
籍
を
有
し

な
い
者
に
も
一
般
的
に
受
験
資
格
を
認
め
る
こ

と
の
適
合
は
ど
う
か
」
と
の
照
会
に
対
し
「
適

当
で
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
が
論
拠
に

な
っ
て
い
る
。
他
都
市
で
は
、
大
阪
府
の
岸
和

田
市
、
八
尾
市
、
兵
庫
県
で
は
尼
崎
市
、
川
西

市
、
伊
丹
市
な
ど
で
全
職
種
の
受
験
資
格
か
ら

国
籍
条
項
を
撤
廃
し
て
い
る
。

外
国
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
街

　
以
上
、
横
浜
に
住
む
外
国
人
と
行
政
と
の
か

か
わ
り
を
中
心
に
、
日
常
生
活
の
一
部
を
概
観

し
て
み
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外
に
も
、
都
市

構
造
、
都
市
施
設
、
近
隣
社
会
、
言
葉
、
医
療

を
は
じ
め
、
日
本
人
の
意
識
な
ど
多
く
の
問
題

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
。

　
今
回
、
外
国
人
に
も
会
い
、
日
本
人
で
国
際

交
流
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
会
い
、
外

国
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
街
と
は
何
か
を
考
え

て
み
た
。
そ
れ
は
同
時
に
本
特
集
の
テ
ー
マ

「
横
浜
の
国
際
性
」
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
多
く
の
人
が
言
っ
て
い
た
こ
と
は
、
税
金

を
日
本
人
と
同
等
に
払
い
義
務
を
果
た
し
て
い

る
外
国
人
に
、
そ
れ
に
み
あ
う
権
利
は
保
障
す

Ｉ
　
い
つ
か
ら
な
ぜ
横
浜
に
お
住
ま
い
で
す
か

２
　
仕
事
上
、
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

　
よ
る
影
響
が
あ
り
ま
す
か

３
　
日
常
生
活
で
横
浜
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

　
お
持
ち
で
す
か

４
　
市
役
所
、
区
役
所
等
に
対
す
る
注
文
は

５
　
日
本
人
の
外
国
人
に
対
す
る
意
識
を
ど
の

　
よ
う
に
お
考
え
で
す
か

べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
す
べ
て
日
本

人
と
同
じ
に
せ
よ
、
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
差
別
で
は
な
く
区
別
は
必
要
だ
、
と
い

う
こ
と
も
よ
く
聞
か
れ
た
。
国
の
方
針
に
よ
り

身
動
き
の
取
れ
な
い
面
も
あ
る
が
、
自
治
休
が

進
め
ら
れ
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
市
民
が

活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
か
な
り
出
て
き
て
い

る
。
実
際
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
の
話

に
耳
を
傾
け
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
欧
米
人
も
ア
ジ
ア
人
も
、
す
べ
て
の
外
国
人

が
、
市
民
と
同
じ
様
に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と

が
、
国
際
性
を
高
め
、
外
国
人
に
と
っ
て
も
住

み
よ
い
街
に
な
っ
て
い
く
必
要
条
件
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
選
挙
権
に
つ
い

て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
地
方
選
挙
に
限
り
、
三
年
以
上
在
留

す
る
人
に
選
挙
権
を
与
え
て
い
る
。

四

横
浜
に
住
む
外
国
人
に
聞
く

Ｍ
・
Ａ
・
ア
ル
テ
ン
バ
イ
　
　
ト
ル
コ
　
中
区

　
二
、
三
才
の
時
、
両
親
と
い
っ
し
ょ
に
東
京

へ
来
て
以
来
、
五
〇
年
以
上
日
本
に
住
ん
で
い

る
の
で
、
国
籍
以
外
は
日
本
人
と
変
わ
り
は
な

い
。
横
浜
に
も
若
い
頃
か
ら
暮
ら
し
て
お
り
、

現
在
中
区
で
診
療
所
を
開
い
て
い
る
。

　
日
常
生
活
で
は
永
く
住
ん
で
い
る
せ
い
か
、

特
に
不
自
由
は
感
じ
な
い
。
戦
後
暫
く
の
間
は

買
物
を
す
る
際
、
外
国
人
に
対
す
る
値
段
が
違

っ
て
い
て
ふ
っ
か
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が

今
は
な
い
。
日
本
に
来
て
間
も
な
い
人
に
聞
く

と
、
道
路
に
英
語
の
標
識
が
な
い
の
で
苦
労
し

て
い
る
と
い
う
。
特
に
高
速
道
路
で
は
全
く
困

っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

　
横
浜
で
は
″
ガ
イ
ジ
ン
″
を
振
り
向
く
人
は

少
な
い
。
こ
の
″
ガ
イ
ジ
ン
″
と
い
う
見
方
も

日
本
人
の
好
奇
心
の
表
わ
れ
だ
と
わ
か
っ
て
し

ま
え
ば
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
私
は
町
内
会
の
人
だ
ち
と
も
仲
良
く
し
て
い

る
し
、
医
者
だ
と
い
う
の
で
よ
く
呼
ば
れ
た
り
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横
浜
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
に
直
接
会
っ
て

話
を
聞
い
て
み
た
。
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
に
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
短
い
人
で
一
時
間
、
長

い
人
で
四
時
間
に
わ
た
り
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
こ
に
ま
と
め
た
も
の
は
、
ほ
ん
の

一
部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
生
活
紹
介
及
び

意
見
と
し
て
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
質
問
内
容
は
主
に
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ

た
。

三



す
る
。
外
国
人
差
別
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
役
所
へ
は
区
役
所
の
外
人
登
録
し
か
行
か
な

い
が
、
早
い
し
サ
ー
ビ
ス
も
い
い
。

　
銀
行
の
融
資
は
外
国
人
に
は
厳
し
い
。
私
は

医
者
な
の
で
借
り
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が

弟
は
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
私
の
場
合

日
本
人
の
保
証
人
を
た
て
て
は
い
る
が
。
ま
た

私
と
弟
で
は
銀
行
も
違
っ
て
い
た
の
だ
が
。

　
横
浜
が
国
際
性
を
高
め
る
に
は
、
二
つ
の
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。
ま
ず
英
語
を
話
せ
る
人

を
養
成
す
る
こ
と
。
そ
れ
も
、
専
門
に
強
く
、

ま
た
英
語
に
も
強
い
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
そ

れ
は
、
横
浜
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
に
も
、
市

民
と
同
等
に
権
利
を
与
え
る
こ
と
だ
。
外
国
人

は
税
金
を
取
ら
れ
て
な
い
と
か
、
安
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
が
、
と
ん
で
も
な

い
。
税
金
は
日
本
人
と
同
じ
に
取
ら
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
。

金
　
尚
龍

　
仕
事
上
感
じ
る
こ
と
は
、
法
律
上
差
別
さ
れ

て
い
な
く
て
も
、
実
際
の
問
題
と
し
て
は
か
な

り
差
別
さ
れ
る
こ
と
だ
。
四
〇
年
も
日
本
に
住

ん
で
仕
事
も
し
税
金
も
納
め
て
い
る
の
に
、
銀

行
へ
行
く
と
帰
化
を
奨
め
ら
れ
る
。
帰
化
す
れ

ば
貸
す
と
い
う
。
外
国
人
に
は
出
来
な
い
仕
事

も
出
来
る
と
い
う
。

　
教
育
は
民
族
教
育
が
望
ま
し
い
の
は
当
然
だ

が
、
資
金
的
な
面
が
大
変
だ
。
学
校
を
運
営
し

て
い
く
に
は
金
が
か
か
る
が
、
こ
れ
を
韓
国
人

が
働
い
て
自
分
た
ち
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
日
本
の
学
校
へ
通
わ
な
い
の
だ
か

ら
、
そ
れ
だ
け
役
所
は
経
費
が
か
か
ら
な
く
て

済
む
は
ず
だ
。
し
か
し
、
税
務
署
は
民
族
教
育

に
か
か
る
費
用
を
必
要
経
費
と
は
認
め
て
く
れ

な
い
で
、
か
え
っ
て
余
裕
が
あ
る
か
ら
金
を
出

せ
る
の
だ
ろ
う
と
言
う
。

　
と
に
か
く
、
私
た
ち
外
国
人
が
当
然
与
え
ら

れ
る
べ
き
権
利
に
つ
い
て
は
、
与
え
る
べ
き
だ

と
思
う
し
、
行
政
差
別
の
な
い
も
の
が
あ
る
の

だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

　
で
も
在
日
韓
国
人
の
問
題
は
、
本
国
政
府
と

私
た
ち
の
意
識
が
違
う
こ
と
も
あ
る
が
、
中
心

は
朝
鮮
半
島
が
分
断
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
解
決
さ
え
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
問
題
は
か
な
り
解
決
さ
れ
る
だ
ろ

韓
国
　
港
北
区

　
昭
和
十
四
年
、
募
集
と
い
う
形
で
日
本
に
来

た
。
そ
の
頃
は
志
願
兵
に
な
る
か
募
集
に
応
ず

る
か
の
選
択
し
か
な
か
っ
た
。
九
州
の
炭
坑
で

働
い
た
り
し
て
横
浜
へ
来
だ
の
は
、
昭
和
三
十

一
年
だ
っ
た
。
資
本
が
か
か
ら
な
い
の
で
看
板

専
門
の
塗
装
業
を
し
て
い
る
。
韓
国
名
で
仕
事

を
し
て
い
て
別
に
難
し
い
こ
と
は
な
い
。
堂
々

と
商
売
を
し
て
い
る
。

鈴
木
エ
リ
ザ
ベ
ー
タ
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
　
磯
子
区

　
横
浜
は
国
際
都
市
と
い
え
ま
す
。
中
心
地
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
他
の

町
と
比
べ
て
緑
が
多
い
し
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。

　
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
を
通
し
て
親

と
知
り
合
っ
た
が
、
外
国
の
こ
と
に
と
て
も
関

心
を
も
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
も
、
他
の
都

市
で
は
外
人
外
人
と
見
て
い
る
が
、
横
浜
で
は

そ
れ
ほ
ど
感
じ
ま
せ
ん
。

　
洋
光
台
に
来
て
六
年
に
な
り
ま
す
が
、
外
か

ら
見
る
と
実
に
き
れ
い
な
建
物
な
の
に
、
中
に

入
る
と
狭
い
の
が
お
し
い
。
こ
ん
な
に
す
て
き

つ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
病
気
の
区
別

が
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
救
急
車
に
は
医
者
を
乗

せ
て
下
さ
い
。

　
買
物
の
話
を
一
つ
し
ま
す
。
近
所
で
は
顔
を

よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
親
切
で
す
が
、
相
鉄
ジ

Ｅ
イ
ナ
ス
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
行
く
と
、
外
人
だ

と
い
う
の
で
英
語
を
話
せ
る
人
を
呼
ん
で
き
ま

す
。
け
れ
ど
私
は
英
語
を
話
せ
な
い
外
人
で

す
。

Ｇ
・
Ａ
・
チ
ャ
ン
ド
ル

イ
ン
ド
　
中
区

な
場
所
な
の
に
、
ど
う
し
て
狭
い
住
ま
い
に
し

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
新
し
い
町
な
の
だ

か
ら
広
い
タ
イ
プ
を
つ
く
っ
た
ら
い
い
の
に
。

　
こ
れ
も
町
づ
く
り
の
違
い
か
ら
き
て
い
る
の

か
し
ら
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
五
、
六
世
紀
か

ら
建
物
の
大
き
さ
、
窓
の
大
き
さ
な
ど
き
ち
ん

と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
町
の
真
ん
中
に
広
場

が
あ
り
、
中
心
に
市
役
所
が
あ
り
、
こ
こ
を
中

心
に
し
て
皆
で
物
事
を
考
え
決
め
ま
す
。
市
役

所
の
職
員
に
は
立
派
な
人
た
ち
が
な
り
ま
す
。

　
横
浜
に
来
て
役
所
と
言
え
ば
イ
ミ
グ
レ
イ
シ

ョ
ン
と
区
役
所
の
外
人
登
録
に
行
き
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

れ
に
町
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
努
力
し
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
残
念
な
の
は
、
休
日
に
出

か
け
る
人
た
ち
が
簡
単
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と

で
す
。
タ
バ
コ
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
市
に
注
文
と
い
え
ば
、
救
急
車
に
医
者
が
乗

　
二
七
年
前
に
横
浜
港
へ
船
で
着
き
ま
し
た
。

横
浜
に
は
イ
ン
ド
商
社
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
今
で
は
私
が
一
番
古
く
な
り
ま
し
た
。
イ

ン
ド
商
社
は
か
つ
て
市
が
土
地
と
建
物
を
提
供

し
て
誘
致
し
た
の
で
、
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。
神
戸
、
大
阪
に
も
イ
ン
ド
商
社
が
あ
り
ま

す
。

　
横
浜
は
世
界
の
都
市
の
中
で
も
気
持
ち
の
い

い
と
こ
ろ
で
す
。
や
さ
し
く
親
切
で
す
し
、
食

物
に
対
す
る
扱
い
が
き
れ
い
で
す
。
場
所
を
聞

い
て
親
切
に
教
え
て
く
れ
る
の
は
日
本
人
だ
け

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
と
て
も
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
の
中
で
も
大
阪
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
と
公
園
、
緑
が
多
く
、
伊
勢
佐
木
、

元
町
、
地
下
鉄
も
き
れ
い
で
す
。
今
で
は
東
京

に
住
ん
で
い
る
人
が
横
浜
に
移
っ
て
来
て
ま

す
。

　
建
物
に
つ
い
て
も
横
浜
は
き
れ
い
で
す
。
色
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が
明
る
い
色
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
は

黒
い
色
の
ビ
ル
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
不
便
な
こ
と
は
駐
車
場
が
な
い
こ
と
で
す
。

山
下
町
、
中
華
街
、
外
人
墓
地
な
ど
に
な
い
の

で
と
て
も
不
便
で
す
。

　
市
に
対
し
て
提
案
が
あ
り
ま
す
。
横
浜
に
は

多
く
の
国
の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら

国
際
会
議
場
に
呼
ん
で
、
横
浜
を
ど
う
す
る
か

に
つ
い
て
話
し
合
う
会
を
開
い
て
は
ど
う
か
。

テ
ー
マ
を
決
め
、
時
間
を
キ
チ
ン
と
決
め
ら
れ

て
し
ま
っ
て
は
話
せ
な
い
の
で
、
フ
リ
ー
に
話

す
会
を
年
に
一
、
二
回
や
っ
て
は
ど
う
か
。

　
も
う
一
つ
の
提
案
。
横
浜
に
船
で
来
る
人
に

横
浜
の
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
っ
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
Ｑ
Ｅ
Ⅱ
号
に
は
二
千
人
が
乗
っ

て
い
て
、
世
界
中
を
回
っ
て
い
る
。
土
産
も
つ

け
て
あ
げ
れ
ば
、
帰
っ
て
か
ら
自
宅
に
飾
っ
た

り
人
に
あ
げ
た
り
し
て
何
倍
に
も
広
が
っ
て
い

く
。
日
本
を
ま
だ
″
フ
ジ
ヤ
マ
、
ゲ
イ
シ
ャ
″

だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、

イ
メ
ー
ジ
を
か
え
る
の
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

蕭
　
宏
哲

ま
し
た
。

　
初
め
の
一
年
半
は
、
東
京
で
日
本
語
を
学
び

ま
し
た
。
ま
だ
来
た
ば
か
り
で
日
本
語
も
わ
か

ら
な
い
こ
ろ
、
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
下
宿
探
し

を
し
ま
し
た
が
家
主
に
、
外
国
人
だ
と
わ
か
る

と
断
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。

　
三
年
前
横
浜
に
来
ま
し
た
。
来
た
時
、
工
場

が
多
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
今
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
、
施
設
や
公
園
、
伊
勢
佐
木
町
の
す

ば
ら
し
さ
を
あ
げ
ま
す
。
図
書
館
は
便
利
で
サ

ー
ビ
ス
も
い
い
。
下
宿
の
大
家
さ
ん
も
と
て
も

親
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
日
本
に
来
て
い
る
留
学
生
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
は
、
住
ま
い
に
つ
い
て
で
す
。
自
費
留
学

生
は
大
変
で
す
。
下
宿
、
ア
パ
ー
ト
に
入
る
に

も
理
解
の
あ
る
大
家
さ
ん
で
な
い
と
難
し
い
う

え
に
、
家
賃
が
高
い
の
で
す
。
さ
ら
に
風
呂
が

な
い
場
合
、
銭
湯
経
験
の
な
い
人
は
銭
湯
に
も

行
け
ず
困
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
留
学

生
会
館
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
か
い
い
だ
ろ
う
。

　
私
の
１
ヵ
月
の
生
活
費
は
、
台
湾
で
は
一
家

族
の
１
ヵ
月
の
生
活
費
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
日
本

の
物
価
は
高
い
の
で
す
。
家
か
ら
の
仕
送
り
を

大
切
に
、
勉
強
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
一
年
前
期
な
ど
は
、
授
業
内
容
も
わ

か
ら
ず
他
人
に
も
聞
け
な
か
っ
た
が
、
会
計
研

究
部
に
入
り
、
簿
記
の
検
定
も
と
れ
た
。
関
東

学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
経
営
組
織
論
で
レ
ポ
ー

ト
発
表
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
大

台
湾
　
南
区

　
五
年
前
。
留
学
生
と
し
て
日
本
に
来
ま
し
た
。

父
か
ら
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
大
学
に
編
入

す
る
な
ら
外
国
へ
行
っ
た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ

た
こ
と
と
、
私
自
身
日
本
の
経
済
発
展
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
へ
の
留
学
を
決
め

学
の
レ
ベ
ル
も
か
な
り
高
い
よ
う
だ
し
、
今
勉

強
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
役
に
立
っ
て
い
る
。

　
で
き
れ
ば
今
後
も
横
浜
で
勉
強
し
、
貿
易
も

し
て
み
た
い
と
思
う
が
、
通
産
省
や
入
管
な
ど

の
関
係
が
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
。

高
　
柄
現

朝
鮮
　
中
区

　
昭
和
十
二
年
、
日
本
へ
行
け
ば
食
う
に
困
ら

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
来
ま
し
た
。
下
関
で
南

洋
漁
業
の
船
に
乗
っ
た
り
、
横
須
賀
で
徴
兵
さ

れ
た
り
、
終
戦
時
に
同
胞
を
釜
山
に
送
る
舟
に

乗
っ
た
り
し
な
が
ら
横
浜
に
来
ま
し
た
。

　
前
々
か
ら
船
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
横

浜
で
は
、
は
し
け
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
荷

主
か
ら
元
請
が
荷
を
引
き
受
け
、
そ
こ
か
ら
仕

事
を
も
ら
い
は
し
け
で
運
び
ま
す
。
こ
の
は
し

け
は
、
動
力
船
で
は
な
い
か
ら
持
つ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
船
、
引
き
船
は
動
力
船
だ
か
ら

外
国
人
は
持
て
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
日
本
に
帰
化

を
し
て
船
を
持
っ
た
人
が
い
ま
す
。
山
下
ふ
頭

の
埋
立
な
ど
に
従
事
し
た
私
た
ち
朝
鮮
人
が
、

船
を
持
て
な
い
の
は
実
に
残
念
で
す
。

　
そ
の
他
の
生
活
上
の
こ
と
で
は
住
宅
問
題
が

あ
り
ま
す
。
住
宅
公
団
の
団
地
に
四
月
か
ら
入

れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
人
と
同
じ
条
件
だ
と
い
う
が
、
何
か
必
ら

ず
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
他
の
事
で
も
そ
う

だ
っ
た
か
ら
。

　
教
育
に
つ
い
て
い
う
と
、
学
校
に
金
が
か
か

る
。
今
孫
が
朝
鮮
学
校
に
通
っ
て
い
る
が
、
こ

の
金
を
税
金
で
必
要
経
費
と
し
て
認
め
て
く
れ

な
い
。
町
内
の
つ
き
合
い
に
も
、
な
い
な
が
ら

き
ち
ん
と
金
は
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
民
族

教
育
に
か
か
る
費
用
は
、
必
要
経
費
に
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
日
本
人
と
朝
鮮
人
が
仲
良
く
し
て

い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
歴
史
を
き
ち
ん
と

お
互
い
に
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

昔
の
こ
と
は
言
う
な
と
い
う
人
も
い
る
が
、
そ

れ
は
違
う
と
思
う
。
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
の
文

化
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
う
ま
く
い

く
。
ま
た
日
本
は
今
ま
で
、
本
音
と
建
前
が
違

う
生
活
を
続
け
て
き
て
、
う
ま
く
や
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
何
か
を
行
う
場
合
、
必
ず
即
答

を
避
け
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
。

ハ
イ
フ
ァ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ア
ル
ジ
ャ
ナ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ラ
ク
　
磯
子
区

　
バ
ク
ダ
ッ
ト
市
役
所
の
建
築
・
道
路
設
計
士

で
す
。
去
年
の
十
一
月
に
技
術
研
修
生
と
し
て

横
浜
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
磯
子
の
研
修
セ
ン

タ
ー
に
宿
泊
し
、
研
修
は
市
役
所
な
ど
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
バ
グ
ダ
ッ
ト
市
は
古
い
都
市
で
、
西
暦
七
五

〇
年
に
で
き
ま
し
た
。
チ
グ
リ
ス
川
に
面
し
た

政
治
、
宗
教
、
商
業
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。
現
在
都
市
計
画
を
進
め
る
時
も
、
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イ
ス
ラ
ム
の
伝
統
を
守
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
タ
イ
プ
や
デ
ザ
イ
ン

に
も
古
い
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
問
題
と
し
て
は
、
道
路
問
題
が
あ
り
ま

す
。
自
動
車
は
増
え
た
が
道
路
は
古
い
ま
ま
な

の
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
住
宅
は
、
国
と
市
が

建
て
て
お
り
、
平
均
し
て
一
家
族
八
入
で
五
〇

〇
ぜ
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
つ
い
て
は
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
の
で

知
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
は
、
″
ヨ
コ
ハ
マ
タ
イ

ヤ
″
と
い
う
名
前
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
て
み
て
大
変
忙
し
い
町
、
き
れ
い
な
町
と
い

う
印
象
で
す
。
そ
れ
に
国
際
都
市
で
す
。
と
く

に
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
う
で
す
（
磯
子
の
研

修
セ
ン
タ
ー
に
は
外
国
人
研
修
生
し
か
い
ま
せ

ん
）
。
町
に
出
て
英
語
を
話
し
て
も
か
な
り
通

じ
ま
す
。
外
人
だ
と
い
う
の
で
理
解
し
よ
う
と

し
て
く
れ
ま
す
。

　
市
役
所
の
シ
ス
テ
ム
は
違
わ
な
い
よ
う
で

す
。
た
だ
横
浜
の
場
合
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
混
雑
し

て
る
み
た
い
だ
が
。
そ
れ
と
バ
グ
ダ
ッ
ト
市
は

機
構
上
、
局
長
と
職
員
の
間
に
は
誰
も
い
な

い
。
私
は
設
計
局
に
い
る
が
、
局
長
と
職
員
だ

け
で
す
。
私
の
仕
事
は
建
築
と
道
路
設
計
を
兼

ね
て
お
り
、
技
術
者
が
少
な
い
の
で
労
働
時
間

が
長
く
な
り
ま
す
。
市
の
職
員
は
三
千
人
、
人

口
は
三
百
万
人
。
バ
グ
ダ
ッ
ト
市
は
、
国
の
一

つ
の
省
と
同
じ
待
遇
を
も
っ
て
い
ま
す
。
四
月

に
帰
り
ま
す
。

中
国
　
中
区

　
日
本
に
来
て
六
〇
年
に
な
り
ま
す
。
横
浜
に

来
て
五
六
年
で
す
。
戦
前
か
ら
コ
ッ
ク
と
し
て

働
い
て
き
ま
し
た
。
昔
は
中
国
人
は
ひ
ど
い
扱

い
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
は
が
ら
り
と

か
わ
っ
て
良
く
な
り
ま
し
た
。

　
横
浜
の
街
は
、
戦
後
と
て
も
き
れ
い
に
な
っ

た
。
元
町
や
伊
勢
佐
木
町
な
ど
と
く
に
そ
う

だ
。
国
際
的
な
感
じ
も
加
わ
っ
た
。

　
市
役
所
も
今
で
は
、
敬
老
特
別
乗
車
証
を
く

れ
る
し
、
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が

た
い
。
た
だ
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や
、
家
族

が
い
な
い
人
な
ど
は
、
国
民
年
金
が
な
く
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
。

　
役
所
へ
は
入
国
管
理
事
務
所
と
、
区
役
所
の

外
国
人
登
録
ぐ
ら
い
に
し
か
行
か
な
い
。
ど
ち

ら
も
対
応
は
よ
い
。
問
題
は
、
在
留
資
格
の
こ

と
だ
。
親
は
永
住
で
も
子
ど
も
は
三
年
更
新
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
講
和
条
約
前
か
ら
日
本
に

い
る
私
た
ち
は
永
住
権
が
あ
る
が
、
そ
の
後
日

本
で
生
ま
れ
た
子
は
三
年
更
新
だ
。
三
年
で
更

新
で
き
な
い
場
合
は
本
国
に
送
還
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
親
子
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
問
題
は
政
府
の
仕
事
だ
け
れ
ど
、
早
く
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
。

　
今
い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題
は
住
宅
だ
。
と
に

か
く
土
地
は
高
い
し
、
土
地
を
買
っ
て
家
を
建

て
よ
う
な
ん
て
で
き
な
い
（
こ
の
面
で
は
日
本

人
も
同
じ
だ
が
）
。
け
れ
ど
も
こ
の
四
月
か
ら
、

住
宅
公
団
、
住
宅
供
給
公
社
に
も
入
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
。
こ
れ
で
違
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
、
良
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
就
職
だ
。
日
本
の

教
育
を
受
け
て
も
、
外
国
籍
だ
と
目
本
の
会
社

に
入
れ
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
就
職
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
。
こ
れ
も
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
こ

と
だ
。

ス
テ
フ
ォ
ン
ー
レ
モ
ン
チ
ェ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
国
　
港
北
区

　
交
通
関
係
で
は
、
こ
の
あ
た
り
の
住
宅
地
で

も
ト
ラ
ッ
ク
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
ま
ま
走
っ

て
い
て
危
険
だ
。
米
国
で
は
、
学
校
の
そ
ば
や

バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
近
く
に
、
ス
ピ
ー
ド
ー
ポ
ン

プ
と
い
う
盛
土
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ス
ピ

ー
ド
を
あ
げ
て
走
っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
日
本
で
も
実
行
し
て
ほ
し
い
。

　
禁
煙
に
つ
い
て
も
言
い
た
い
。
地
下
鉄
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
禁
煙
を
実
行

す
べ
き
だ
。
食
事
を
し
て
い
る
の
に
平
気
で
タ

バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
。
駅
の
禁
煙
時
間
も
無
視

さ
れ
る
。
注
意
す
る
と
″
関
係
な
い
″
と
言
わ

れ
る
。
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。

　
横
浜
の
街
は
と
て
も
す
て
き
だ
。
渋
谷
、
新

宿
に
比
べ
て
、
山
下
町
や
中
華
街
、
そ
れ
に
大

倉
山
も
小
さ
い
町
の
感
じ
が
し
て
と
て
も
気
持

ち
が
い
い
。
た
だ
生
活
し
て
い
て
、
ち
り
が
み

交
換
や
ゴ
ミ
収
集
車
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
は
騒

が
し
い
。
注
意
し
て
も
小
さ
く
し
て
く
れ
な
い
。

し
か
し
、
ト
ウ
フ
屋
の
音
は
感
じ
が
い
い
。
こ

れ
か
ら
も
横
浜
に
住
み
続
け
た
い
。

　
日
本
に
来
て
一
〇
年
に
な
る
。
東
京
の
新
大

久
保
、
目
黒
な
ど
に
住
み
、
横
浜
は
日
吉
に
三

年
大
倉
山
へ
来
て
二
年
に
な
る
。
こ
の
家
は
借

り
て
い
る
が
、
家
賃
が
高
く
、
八
万
五
千
円
も

す
る
。
け
れ
ど
も
陽
当
た
り
は
い
い
し
、
静
か

だ
し
、
横
浜
へ
出
る
に
も
渋
谷
に
出
る
の
も
大

変
便
利
な
と
こ
ろ
だ
。

　
日
本
へ
来
て
気
が
つ
い
た
こ
と
を
い
く
つ
か

あ
げ
て
み
ょ
う
。
ま
ず
電
線
だ
。
窓
か
ら
外
を

見
る
と
や
た
ら
と
電
線
だ
と
か
電
話
線
が
眼
に

つ
く
。
ど
う
し
て
地
下
に
埋
め
な
い
の
か
。
高

圧
電
流
が
流
れ
て
い
る
も
の
を
空
中
に
ぶ
ら
さ

げ
る
の
は
危
険
だ
。

　
そ
れ
か
ら
自
動
販
売
機
だ
が
、
省
エ
ネ
が
叫

ば
れ
て
い
る
の
に
、
一
晩
中
つ
い
て
い
る
。
町

の
真
中
の
街
灯
も
そ
う
だ
。
誰
も
い
な
い
の
に

光
々
と
照
っ
て
い
る
。
も
っ
た
い
な
い
話
だ
。

小
室
ガ
ブ
リ
エ
ル

ベ
ル
ギ
ー
　
戸
塚
区

　
祖
父
が
貿
易
商
で
世
界
中
を
回
っ
て
い
ま
し

た
が
、
中
国
や
日
本
の
話
を
し
て
く
れ
た
り
、

日
本
の
タ
ン
ス
を
家
に
置
い
た
り
し
て
あ
っ
た

の
で
、
日
本
に
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
日
本
の
事
務
所
に
勤
め
今

の
主
人
と
結
婚
し
ま
し
た
。
日
本
に
は
二
年
前
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か
ら
こ
の
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
に
住
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
は
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に

似
て
と
て
も
よ
い
所
だ
け
れ
ど
、
戸
塚
。
大
船

藤
沢
や
横
浜
の
中
心
部
へ
出
る
の
に
ず
い
ぶ
ん

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
横
浜
で
船
を
見
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
半
年
間
も
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
日
本
は
交
通
機
関

が
発
達
し
て
い
て
便
利
で
、
中
心
部
が
遠
い
こ

と
も
全
休
か
ら
み
れ
ば
小
さ
な
問
題
で
す
。

　
横
浜
は
好
き
で
す
。
山
下
町
や
港
が
と
て
も

い
い
。
中
華
街
、
元
町
、
伊
勢
佐
木
町
な
ど
を

歩
い
て
回
る
の
も
楽
し
い
し
、
美
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
東
京
は
ビ
ル
だ
ら
け
で
す
。

　
娘
は
近
く
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
父
親
と
同
じ
日
本
国
籍
で
、
日
本
の
学

校
に
行
っ
て
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
行
き
話
も
し

ま
す
。
買
物
な
ど
も
不
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
が

漢
字
は
意
味
が
わ
か
ら
ず
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
。

け
れ
ど
、
役
所
で
も
ど
こ
で
も
、
皆
親
切
に
し

て
く
れ
る
の
で
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
横
浜
は
、
物
に
関
し
て
は
国
際
都
市
で
す
。

お
金
と
時
間
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
買
え
ま
す
。

い
家
が
多
く
、
郊
外
で
は
広
い
庭
で
野
菜
や
果

物
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
い
る
の

で
、
買
物
を
し
な
く
て
す
む
く
ら
い
で
す
。
ジ

ャ
カ
ル
タ
市
内
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
庭
付

き
一
戸
建
の
家
が
多
い
よ
う
で
す
。
値
段
も
日

本
に
比
べ
て
安
く
、
一
〇
年
前
で
す
が
約
百
万

円
で
一
軒
建
ち
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
が
外
国
人
ど
う
し
で
話
を
す

る
と
き
に
、
い
つ
も
話
題
に
な
る
の
が
教
育
で

す
。
私
に
は
子
ど
も
が
二
人
い
て
、
上
の
子
が

小
学
校
四
年
に
な
り
、
公
立
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
公
立
学
校
に
外
国
人
は
い
な

い
し
、
外
国
人
だ
と
い
う
こ
と
で
苦
労
が
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
、
小
さ
い
子
ど
も
で
も
、
外

国
人
を
自
分
と
は
全
く
違
う
、
異
質
な
も
の
と

い
う
見
方
を
し
ま
す
。
今
で
は
四
年
に
な
り
慣

れ
て
き
た
よ
う
で
す
が
。

　
こ
れ
は
私
の
経
験
か
ら
も
い
え
ま
す
。
私
は

日
本
人
と
初
め
て
会
う
時
、
い
つ
も
何
を
話
し

て
い
い
か
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
人
は
と

て
も
静
か
で
、
私
が
聞
い
た
こ
と
し
か
話
し
て

く
れ
ず
、
自
分
の
方
か
ら
積
極
的
に
話
し
て
く

れ
ま
せ
ん
。
日
本
は
一
つ
の
言
葉
、
一
つ
の
国

と
い
う
せ
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
い
頃
か

ら
外
国
人
と
接
触
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
の
国
際
性
を
高
め
る
の

も
こ
の
あ
た
り
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
子
ど
も
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー

ル
に
行
け
ば
問
題
が
な
い
と
い
う
人
が
い
ま
す

が
、
公
立
学
校
に
通
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
方
々
の
御
協
力
を
い
た
き
だ
ま
し
た
。
通

訳
と
し
て
は
、
総
務
局
市
長
室
外
事
課
主
査
村

松
悦
朗
、
経
済
局
総
務
部
国
際
交
流
課
貿
易
振

興
係
新
井
成
一
、
同
国
際
交
流
係
石
川
孝
樹
の

各
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
掲
載
は
取
材
順
と
し
、
敬
称
は
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
都
市
科
学
研
究
室
〉
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
結
婚
し
た
日
本
人
の
主
人

と
い
っ
し
ょ
に
、
一
〇
年
前
横
浜
の
南
区
へ
来

ま
し
た
。
私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
と
て

も
に
ぎ
や
か
で
、
交
通
も
便
利
で
す
。
今
で
は

生
活
も
慣
れ
た
の
で
、
生
活
す
る
上
で
不
便
は

感
じ
ま
せ
ん
。

　
生
活
し
て
い
て
日
本
の
家
は
狭
い
と
思
い
ま

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
住
宅
は
、
庭
付
き
で
広

本
臼
イ
ナ
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
　
南
区

昨
年
の
夏
、
ス
ウ
ェ
上
ア
ン
の
友
人
が
来
て
、

横
浜
駅
西
口
の
地
下
街
に
行
き
、
余
り
に
も
店

と
品
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
を
見
て
び
っ
く

り
、
歩
け
ず
に
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
日
本
の
若
者
は
、
仏
人
よ
り
も
ず
っ

と
エ
レ
ガ
ン
ト
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
物
を
身
に
つ

け
て
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ブ
ラ
ン
ド
物
は
ふ
つ

う
の
人
は
身
に
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
外
国
人
は
も
う
珍
ら
し
く

な
い
よ
う
で
、
ふ
り
向
く
人
も
い
ず
、
自
分
が

外
国
人
だ
と
意
識
せ
ず
に
街
を
歩
け
ま
す
。
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